
各

種

教

室

東
金
教
室

長
月
の
茶
事
（
重
陽
）

九
月
十
一
日
（
土
）
準
備

大
網
駅
迎
え

午
前
八
時
半

九
月
十
二
日
（
日
）
～
十
四
日(

火
）

開

始

午
前
九
時

席

入

正
午

終

了

午
後
四
時

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

神
無
月
の
茶
事
（
名
残
り
）

十
月

九
日
（
土
）
準
備

大
網
駅
迎
え

午
前
八
時
半

十
月

十
日
（
日
）
～
十
二
日(

火
）

開

始

午
前
九
時

席

入

正
午

終

了

午
後
四
時

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
で
参
加

で
き
ま
す
。

○
お
泊
ま
り
を
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

○
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
み
半
額
申
し
受
け
ま

す
。
（
材
料
の
準
備
等
が
あ
り
ま
す
の
で
）

○
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
等
は
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

京
都
教
室

瑞
峯
院
茶
事
の
意
義
（
四
年
目
に
向
け
て
）

土
曜
日
の
準
備
、
火
曜
日
の
道
具
の
片
付
・
掃

除
は
茶
事
に
お
い
て
最
も
大
切
な
学
び
の
場
で

す
。
従
っ
て
、
片
付
を
し
つ
つ
、
道
具
の
正
し

い
扱
い
方
、(

釜
の)

灰
形
を
始
め
と
す
る
灰
の

整
え
方
、
お
軸
の
正
し
い
扱
い
方
な
ど
の
研
修

日
と
い
た
し
ま
す
。

誰
も
が
ど
の
場
も
正
し
く
道
具
の
取
り
扱
い
を

含
め
、
無
駄
な
動
き
、
余
分
な
お
し
ゃ
べ
り
を

慎
み
、
心
一
つ
に
合
わ
せ
て
の
更
な
る
精
進
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

瑞
峯
院
四
年
目
に
向
か
っ
て
の
最
も
大
切
な
課

題
で
す
。

参
加
者
の
皆
様
の
御
協
力

宜
し
く
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
八
月

鶴
の
茶
寮
亭
主

半
澤
鶴
子

瑞
峯
院
餘
慶
庵

長
月
の
茶
事
（
重
陽
）

九
月
四
日(

土)

瑞
峯
院

午
前
九
時

道
具
準
備

八
瀬

昼
食

八
瀬

午
後
一
時

料
理
準
備

九
月
五
日
（
日)

～
六
日
（
月
）
瑞
峯
院

研
修
者

午
前
九
時

席

入

午
前
十
一
時
半

終

了

午
後
三
時
半

九
月
七
日(

火)

瑞
峯
院

午
前
九
時
～
午
後
三
時

片
付
・
掃
除
・
点
検

瑞
峯
院
茶
事
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

二
万
二
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
み
半
額
申
し
受
け
ま

す
。
（
材
料
の
準
備
等
が
あ
り
ま
す
の
で
）

○
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
等
は
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
瑞
峯
院
で
の
茶
事
は

し
ば
ら
く
の
間
、
第
一
日
曜
に
続
く
二
日
間

と
し
ま
す
。
続
く
三
日
目
の
火
曜
日
は
道
具

の
扱
い
、
片
付
け
の
実
習
と
さ
せ
て
頂
き
ま



す
。

八
瀬
に
て

九
月
八
日
（
水
）

午
前
九
時
半

利
休
会
記
講
義

正
午
～
午
後
三
時

利
休
会
記
再
現
料
理

午
後
六
時
半
～
時

利
休
会
記
再
現
料
理

午
後
七
時
～
午
後
九
時

利
休
会
記
講
義

九
月
九
日
（
木
）

自
由
稽
古
日

神
無
月
茶
事
（
名
残
り
）
八
瀬
の
ま
な
び
や
に
て

十
月
二
日(

土)

準
備

十
月
三
日(

日)

開

始

午
前
九
時

席

入

十
一
時
半

終

了

午
後
三
時
半

十
月
四
日(

月)

～
五
日(

火)

午
前
九
時
半
～
午
後
二
時

貴
素
の
会

午
後
二
時
～
午
後
三
時
半

一
服

十
月
六
日(

水)

午
前
九
時
半

利
休
会
記

午
前
十
一
時
半
～
午
後
二
時

再
現
料
理

終
了
し
次
第

一
服

午
後
三
時
半

終
了

八
瀬
茶
事
教
室
会
費

一
万
二
千
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
三
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
八
瀬
の
ま
な
び
や
で
の
茶
事
は
参
加
者
が
積
極

的
に
実
習
し
た
い
希
望
の
も
の
を
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

亭
主
・
半
東
・
水
屋
・
台
所
、
何
処
の
部
署
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
力
を
付
け
て
い
か
な

く
て
は
茶
事
の
全
体
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
八
瀬
の
茶
事
の
目
的
は
ど
な
た
も
御

自
分
の
身
丈
に
合
っ
た
御
自
分
の
力
で
茶
事
の

お
も
て
な
し
の
力
を
養
う
為
に
、
研
修
を
増
や

し
た
の
で
す
か
ら
。
し
っ
か
り
と
、
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
て
関
わ
り
ま
し
ょ
う
！

も
ち
ろ
ん
、
大
徳
寺
と
同
じ
よ
う
に
徹
底
し
た

片
付
も
含
め
て
の
研
修
と
い
た
し
ま
す
。

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

初

日
・
旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

二
日
目
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

九
月
十
九
日(

第
三
日
曜
と
そ
の
続
き)

九
月
二
十
日
（
第
三
月
曜
）

十
月
十
七
日(

第
三
日
曜
と
そ
の
続
き)

十
月
十
八
日
（
第
三
月
曜
）

担
当
者

服
部
宏
子
様

(

０
９
０-

６
１
７
３-

０
２
４
３)

利
休
会
記
新
グ
ル
ー
プ
（
市
川
・
長
松
寺
）

講
座
・
再
現
料
理(

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
再
現

料
理
の
会
食
は
当
分
見
合
わ
せ
で
す)

午
前
十
時
～
正
午

九
月
二
十
二
日
（
第
四
水
曜
）

十
月
二
十
七
日
（
第
四
水
曜
）

会
費
：
三
千
円

但
し
、
再
現
料
理
再
開
の
折
は
、
五
千
円
と

な
り
ま
す
。

担
当
者

青
野
か
お
り
様



（
０
９
０
ー
１
４
３
６
ー
１
１
８
４
）

柏
グ
ル
ー
プ
（
柏
の
葉
公
園
内
会
議
室
）

九
月
十
五
日(

第
三
水
曜)

十
月
二
十
日
（
第
三
水
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

高
橋
れ
い
子
様

（
０
９
０
ー
６
１
７
５
ー
１
２
２
８
）

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

九
月
十
六
日(

第
三
木
曜)

十
月
二
十
一
日
（
第
三
木
曜
）

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

担
当
者

青
村
裕
子
様

（
０
９
０
ー
９
８
０
７
ー
３
４
０
２
）

目
黒
・
羅
漢
寺

九
月
十
八
日
（
第
三
土
曜
）

十
月
十
六
日
（
第
三
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

漆
原
か
ず
み
様

（
０
９
０
ー
４
８
２
１
ー
４
８
１
０
）

○
△
□
の
喫
茶
店

九
月
二
十
五
日
（
第
四
土
曜
）
午
後
三
時
よ
り

十
月
二
十
三
日
（
第
四
土
曜
）
午
後
三
時
よ
り

会
費
：
五
千
円

(

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
セ
ッ
ト
付)

担
当
者

塩
浦
卓
介
様

（
０
８
０
ー
１
１
０
７
ー
３
４
２
８
）

※
コ
ロ
ナ
禍
の
猛
威
、
益
々
勢
う
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。
徹
底
し
た
消
毒
の
下
に
万
全
を
期
し
て

お
り
ま
す
が
、
限
界
も
あ
る
こ
と
ゆ
え
、
中
止

す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

※
喜
寿
の
御
招
待
茶
事
の
予
定

東
金

十
一
月
十
一
日
～
十
五
日(

五
日
間)

一
日

五
名
～
七
名

京
都

十
一
月
二
十
日
～
二
十
四
日

口
切
り
茶
事

十
一
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日

夜
咄

※
詳
細
は
次
号
に
て
御
案
内
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
が
あ
り
得
ま
す
。

京
都
八
瀬
で
の
歳
時
記
発
刊
記
念
行
事

こ
の
度
写
真
と
文
で
綴
っ
た
、
京
都
八
瀬
で
の

一
年
間
を
お
さ
め
た
歳
時
記
を
発
刊
い
た
し
ま

す
。

そ
れ
を
記
念
し
、
東
京
・
京
都
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
、
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
立
ち
寄
り
の
程
ほ
ど
、
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

京
都

十
月
二
十
九
日
～
十
一
月
三
日

初
日
：
講
演
、
全
日
：
添
え
釜

「
み
た
て
」
さ
ん
の
花
の
世
界
も
御
参

加
頂
き
ま
す
。

東
京

令
和
四
年
一
月
六
日
と
一
月
二
十
五
日

両
日
と
もl

講
演
及
び
添
え
釜

※
詳
細
は
次
号
に
て
御
案
内
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
延
期
ま
た
は
中
止

が
あ
り
得
ま
す
。



※
湿
し
灰
の
販
売
案
内

今
年
よ
り
湿
し
灰
の
販
売
を
い
た
し
ま
す

今
年
も
土
用
の
炎
天
下
の
許
、
無
事
に
湿
し

灰
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
手
前
味
噌

に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
陰
様
で
し
っ
と
り
と

し
た
輝
き
の
あ
る
良
い
湿
し
灰
が
で
き
ま
し

た
。

三
十
キ
ロ
ほ
ど
作
り
ま
し
た
の
で
、
二
十
キ

ロ
ほ
ど
は
お
分
け
で
き
る
か
と
存
じ
ま
す
。

お
一
人
一
キ
ロ
ま
で
、
二
十
名
様
に
限
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
価
格
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
京
都
教
室
に
直
接
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

八
瀬
の
ま
な
び
や
で
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

配
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意
く
だ

さ
い
。

価

格

表
（
五
百
グ
ラ
ム
あ
た
り
）

一

般

千
五
百
円

半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者

千
二
百
円

レ
ギ
ュ
ラ
ー
者

千
円

※
湿
し
灰
作
り
の
参
加
者
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

価
格
の
半
額
（
五
百
円
）
に
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
市
販
品
の
湿
し
灰
は
、
五
百
グ
ラ
ム
、

千
六
百
円
～
二
千
円
（
＋
消
費
税
）
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
お
知
ら
せ

ゆ
う
ゆ
う
九
月
号
（
主
婦
の
友
社
刊)

に
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
笑
読
い
た
だ
け

れ
ば
、
幸
甚
に
ご
ざ
い
ま
す
。

淡
交
９
月
号(

淡
交
社
刊)

に
講
演
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。


